
 

 

 

 

 

 鳥が相応じて和やかに鳴きかわす様、『嚶々（おうおう）』のように、「子供」「保護者」「教師」「地

域」の四者が「『嚶々』のこころ」で連携を深め、相互の信頼関係に基づいた教育を推進し、校訓の具

現化を図る。 
 

「チャレンジ チーム室場小」 
 

 

 

・子供一人一人のよさが大切にされる温かい学級経営を基盤とし、自己肯定感 

を育み、失敗を恐れずに挑戦できる学級づくりをします。 

・子供のやる気に灯をともし、適度な困難を乗り越えることに挑戦させる教育 

活動を積み重ねます。 

・仲間と協働して挑戦し、目標を達成する喜び、自分が成長する喜びを実感さ 

せます。 

 

 

・「さらに楽しく学ぶ」「さらに子供を伸ばす」ために何をするかを問い続ける 

課題意識を大切にし、チームで協働して伝統ある室場の教育のさらなる進化 

を目指します。 

 

 

 

・保護者や地域の宝である子供一人一人を大切に育て、その成果を積極的に 

に発信します。 

・保護者や地域の方の学校への積極的な学校参加や、子供による地域への 

貢献を推進します。 

 

 

 

・よりよい教育活動を教職員のチーム力でつくり上げます。 

・ワークライフバランスの実現と風通しのよい職場づくりにより、教職員が 

 安心して働くことができるようにします。 

教育目標 「『嚶々
お う お う

』のこころ」 ―切磋琢磨― 

重点目標２ 「教師こそ最大の環境」高い熱量をもった教職員集団づくり 

重点目標４ 教職員が笑顔でやりがいをもって働く学校づくり 

重点目標１ 子供一人一人に活躍の場があり、何事にも前向きに挑戦する日常 

  「やりぬく力」 

  「明るい心」 

  「じょうぶな体」 

校 

訓 

重点目標３ 保護者や地域に信頼され、共に歩んでもらえる学校 


